




高須幸雄（基調講演） 1

1

S

(

2

3

SDGsと

4

1 2

3 4



高須幸雄（基調講演） 2

)

5

目標5 

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

目標16

•
•
•
•
•

•
•

6

S

7 8

5 6

7 8



高須幸雄（基調講演） 3

9

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

10

•

•

•

•

•

12

「人間の安全

保障」フォーラム
True
Data

気仙沼市

連携協力

•

•

•

•

•

•

•

9 10

11 12



高須幸雄（基調講演） 4

(

13 14

13 14



石本めぐみ 1

1

•
•
•
•
•
•

•
•

1 2

3



三浦友幸 1

－ 大谷海岸の砂浜再生まちづくり事業－

General Incorporated Association
Project Rias 

TOMOYUKI MIURA

防潮堤と市民活動

TP 9.8m

防潮堤の計画
震災後、東北被災地のほぼ全

ての浜辺に計画され、景観や環

境、防災等をめぐり、各地で賛

成反対の対立がおきていた。

防潮堤を勉強する会
URL : seawall.info

防潮堤に賛成反対の議論が激化するなか、
まずは中立な立場で防潮堤計画を勉強す
ることを目的とし2012年7月に結成。毎回
講師を招き、 8月から10月半ばまでに13回
の勉強会を開催。述べ2500人以上の方が
参加した。

TP 9.8m

震災後の大谷海岸

当初予定されていた防潮堤は
わずかに残る砂浜を埋め立てるかたちで計画されていた
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三浦友幸 2

大谷里海づくり
検討委員会

2014年9月に結成。大谷地区の若い世
代が中心のまちづくり協議会。30名の委
員のうち8割が20代から40代。大谷地区
振興会連絡協議会から、大谷海岸周辺

の整備計画の検討を任される。

ま ち

大谷海岸のまちづくり
住民案（2015.8） 2021年7月 大谷海岸
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三浦友幸 3

大谷海岸海水浴場

11年振りのオープン

故郷を取り戻す

二者択一を超えた第三の選択

「共感・共同体意識」 「信頼関係」 「正義」

「集団心理」 「対立構造」

合意形成は波

意識したキーワード

Thank you 
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天童睦子 1

女性とＳＤＧｓ：災害女性学の視点
天童睦子（宮城学院女子大学 女性学, キャリア形成論）

「だれも取り残されない地域社会」ジェンダー平等、女性のエンパ
ワーメントは必須の課題
日本：ジェンダー格差が大きい（GGI 116位 世界経済フォーラム
2022）意思決定と女性の社会的位置づけ
☆宮城の女性データ 命,生活,尊厳指数
女性の就業率低い 62.9% 42位,
男女の給与格差大きい 70.1％ 38位
女性の尊厳 DV相談件数 2863件 2019年 依然として高い

衝撃（ショック）から変革の機会（チャンス）へ
ジェンダー平等への道 知識と対話

構造的不平等

女性・市民のエンパワーメント
変革的，実践的, 協働的

経済的

文化的

職業的

地位的

震災，原発事故，被害，避
難・移動 不均衡の可視化

非日常の日常化

資源（物理的・社会的・
文化的・人的）
・運営の担い手のリー
ダーシップ（市民協働
的）
・物理的資源（空間の提
供・資金確保など）
人的ネットワーク(越境的，
ローカルの並列）
・女性学的実践知
の共有

重層的ネットワークの構築
復興の主体 生活者の視点 受援力

可視的／不可視的
ジェンダー格差

構造的不平等

個人のエ
ンパワー
メント

つながりのエン
パワーメント

制度的革新

図出典 『災害女性学をつくる』浅
野富美枝・天童睦子編 2021 生活思
想社を一部変更
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